
関係人口・交流人口の拡大による地域活性化について
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北海道渡島総合振興局

第６回 青函みらい会議



令和８年度 渡島総合振興局の重点事業

国内外から渡島地域に産業、人が集い、一次産業などの基盤を充実させるとともに、
地域の強みである豊かな食と観光の魅力を発信するなど、

観光客を呼び込み、「渡島地域の魅力を国内外へ」広げる取組を展開

令和８年度渡島総合振興局 重点事業予算額 ４１，１８５千円

Ⅰ 振興局独自事業（地域政策推進事業）

18，6８５千円

Ⅱ 宿泊税を活用する事業（地域観光振興事業）

22，500千円

ゼロカーボンの推進
■みなみ北海道GX関連産業振興事業

■環境教育と環境分野における人材育
成事業

関係人口・交流人口の拡大

■「南北海道食彩王国」ビルドアップ事業

■「おしまの縄文」ファンメイキング事業

■ 推します「おしま」！スポーツキャンプ
＆イベント広域誘致推進事業

■おしま移住プロモーション事業

■みなみ北海道周遊ツーリズム促進事業

新

農林水産業の持続的発展

■おしまの漁業活性化プロジェクト

■渡島の多様性を活かした“持続可能な

農業” 推進事業

■ひろがれ!道南産森林認証材・ストップ!
ナラ枯れプロジェクト

■おしま「食と農業」魅力発信事業
宿泊税を活用

みなみ北海道周遊ツーリズム促進事業
～もう１泊プロジェクト～

新

〔振興局重点プロジェクト〕

新



■高いブランド力（食、観光、自然など）
・函館市が全国の市区町村魅力度２年連続第１位
※「地域ブランド調査」より

「おしま」ファンの拡大に向けて

■地域への関心が高まる記念の年
・北海道新幹線開業10周年
・縄文世界遺産登録５周年

■地域で活躍する豊富な人材
・地域おこし協力隊員･経験者、Uﾀー ﾝによるまちづくり実践者
・大学生(武蔵野美術大、東京理科大長万部キャンパスなど)

■Jリーグ夏合宿誘致から広がる、人と地域とのつながり

・複数チームへの誘致活動の展開

・選手等と住民・サポーターとの交流

・他競技の合宿・大会誘致

（女子サッカー、ラクロス、水泳など）

■渡島管内の周遊促進

【2033年道南「年間1,000万人泊」に寄与】

・地域資源の磨き上げ（食、ワイン、桜など）

・函館市プラス、もう一泊

（漁業･地元料理体験、縄文文化、自然ｱｸﾃｨﾋ゙ ﾃｨ×食など）

「おしま」の特徴・可能性

■交通利便性と地理的優位性
・本州と隣接した陸・海・空の玄関口
・夏は冷涼、冬は温暖で過ごしやすい気候
▶Jリーグ合宿候補地としての注目度の高まり

ハーベスター八雲

ワイン醸造用
ぶどう圃場

岩部クルーズ

森町の桜

湾宝キッチンカー

推します「おしま」！～関係・交流人口〈ファン〉の拡大～

推します「おしま」！スポーツキャンプ＆イベント
広域誘致推進事業 5,187千円

新

みなみ北海道周遊ツーリズム促進事業
～もう１泊プロジェクト～ 22,500千円

新

「南北海道食彩王国」ビルドアップ事業 2,684千円

みなみ北海道周遊ツーリズム促進事業 2,522千円



｜地域おこし協力隊の活動支援の取組（参考）

【協力隊員の活躍事例の情報発信】（渡島総合振興局Instagramより） 【協力隊員のネットワーク化・地元定着支援】


